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須磨の地名と文学 　　　　
一
　神戸市須磨区には、須磨の地を舞台とした古典文学にちなむ地名が多
い。たとえば青葉
（１）
・一ノ谷は『平家物語』の一ノ谷の合戦、桜木・若木
は『源氏物語』須磨巻の光源氏謫居、松風・村雨は謡曲「松風」に登場する女性の名前にもとづいている。このほかにもまだまだあり、命名者―一人だけではないだろう―の文学への造詣に敬意を表したい。しかもその命名に到るまでの経緯はまことに興味深い。地名一つ一つの由来解明は、この地と文学と 関わりを知ることになり、人々がこの地に抱てきた思いに光を当て ことになるだろう。本稿では 地名と文学との関連を念頭に置きつつ―もとより歴史 の関わりも忘れるべきではない―、須磨の地名の一つ「月見山」の背後にある文学作品を指摘して 命名の経緯を検討してみたい。この地名 由来は、古く平安時代にまで溯り、爾来近世・近代へとつづく、文学やそ 周辺で育まれた文化の営みを顧みた上でようやく明らかとなる おもに文学作品を挙げながら、命名への過程をたどって行きたい。
　　　　
二
　須磨観光協会が発行する小冊子「須磨歴史紀行」 （二〇一三年一〇月
発行）の史跡ガイドは、 「須磨離宮公園」について、次のように解説している。
……須磨離宮公園のある東・西須磨の境の高台は、かつて月見山といわれ、 『源氏物語』光源氏のモデルの一人である在原行平が、都での月見を懐かしんだ場所として伝えられている。…… （傍線稿者）
「月見山」は、 「在原行平が、都での月見を懐かしんだ場所」と伝えられているとある。ただ、その伝えが何にもとづくのかは示していない。行平（八一八～八九三）は須磨 地にゆかりがあり、い にもありそうな話ではある。 『源氏物語』 （須磨） は、
おはすべき所は、行平の中納言の 藻
も
塩しほ
垂れつつわびける家
いへ
居ゐ
近き
わたりなりけり。海づらはやや入りて あはれにすごげな 山中なり。
と、光源氏の須磨における居所は、行平がわび住ま をしていた所に近
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いという。また、
　　
 須磨には、いとど心づくしの秋
（２）風に、海は少し遠けれど、行平の中
納言の、関吹き越ゆると言ひけん浦波、夜々はげにいと近く聞こえて、またなくあ れなるものは、かかる所の秋なりけり。
は、行平が詠じた、
　　　　
摂
つ津の国須磨といふ所にはべりける時、詠みはべりける
　　 　　　　 　　　　　
  中納言行平
       旅人は袂涼しくなりにけり関吹き越ゆる須
○
○磨の浦風（ 『続古今集』巻
十・
８６８・羈旅）
にもとづいており、秋風が吹き、夜ごと浦波の音が近くに聞こえると描いている。光源氏は和歌の内容を追体験して 都とは異なる須磨での秋のあわれを深めて るのである。また、 『古今集』 （巻十八・
９６２・雑下）
には、
　　　　
 たむらの御時に、事にあたりて、摂津の国の須磨といふ所にこもりはべりけるに、宮のうちにはべりける人に、つかはしける
在原行平朝
あそん
臣
　　　
わくらばに問ふ人あらば須磨の浦に藻塩垂れつつ侘
わ
ぶとこたへよ
とある。文徳天皇の御代（八二七～八五八） 、ある事件にかかわった行平が、須磨に籠居していた時に詠じた歌である。右の須磨巻 引用前者はこの和歌を踏まえている。行平と須磨との結びつきを示す資料は、右の和歌と『源氏物語』が最も古 のだが 月見とのかかわりは見出せない。
　これに対して、光源氏には須磨での月にまつわる、よく知られた逸話
がある。
月のいとはなやかにさし出でたるに、今宵は十五夜なりけりと思
おぼ
し
出でて、殿上の御遊び恋しく、所々ながめたまふらむかしと思ひやりたまふにつけても、 月の顔のみまもられたまふ。 「二千里外故人心」と誦
ず
じたまへる、 例の涙もとどめられず。入道の宮の、 「霧や隔つる」
とのたまはせしほど 言はむかたなく恋 く、をりをりのこと思ひ出でたまふほど、よよと泣かれたまふ。 「夜ふけはべ ぬ」と聞こゆれど、なほ入りたまはず。
　　
見るほどぞしばしなぐさむめぐりあはむ月の都は遙かなれども
八月十五夜の明月を眺めながら、ちょうどその時繰り広げられているであろう、清涼殿殿上の間での管絃の遊びを思い浮かべて、都の人々への思いをつのらせ、 「二千里外故人の心」と口ずさみ、 「見るほどぞ……」と懐旧と悲歎 一首を歌う。右の一句は、 中唐の白居易「八月十五日夜、禁中独直、対
レ
月憶
二
元九
一
」 （巻十四・
07 （３）24 ）の第三句である。八月
十五夜、長安の宮中にあった白居易が、遠く湖北の江陵へ左遷された親友元稹を思う詩である。 「月のいとはなやかにさし出でたるに」出たばかりの十五夜の月を描く こ も 同じ詩の「三五夜中新月色」 （第四句）を踏まえている。月を眺めながら今は会えない人 遠隔地に思いを馳せる内容は、須磨の光源氏と同じであるが、白居易 都におり、光源氏は須磨にいるという相違がある。 『源氏物語』 人口に膾炙しているこ詩を利用して、光源氏 孤独や寂寥・辛苦を描き出そう したのである。
三
須磨の地名と文学
この場面で、孤独な光源氏がじっと見つめる「月の顔」のかなたに都があった。十五夜の月をきっかけに宮中の様子を思い浮かべ、都の人々を恋しく思う叙情あふれるこの場面は、白詩をもとにして生み出した であった。須磨にいて月を眺めると言えば この場面を想起する が平安時代には常識だ であろう。光源氏が月を見上げて都にいた頃を振り返り、都の人 ちを い浮かべるこのくだりはよく知られていた ずである。 「須磨歴史紀行」に記す、月見山が「 『 物語』光源氏のモデルの一人である在原行平が、 都での月見を懐かしんだ場所」という指摘は、『古今集』 『続古今集』に収める行平の須磨での和歌と、 『源氏物語』 （須磨）の八月十五夜の場面からすれば、当 らないと言わねばならない。それでは、こ 冊子の記すところ 誤りなのかというと じつはそうでもない。一面には首肯す べき部分もある こ 点を明らかにす ためには、後代に須磨 おける行平がどう描かれているかを見 おく必要がある。次に中世の文学資料をもとに、 月を眺める行平について述べたい。
　　　　
三
　まず須磨の地を舞台とした、世阿弥の謡曲「松風」を取り上げて、在
原行平と月見との関わりについて述べることとする。 に指
（４）摘のある
ことばかりであるが、詞章の出典等を指摘しながら、行平が月を眺める逸話の生まれる契機について述べておきたい。
　ア
 心尽くしの秋風に、海は少し遠けれども、かの行平の中納言、関吹
き越ゆると詠
なが
めたまふ、浦
うら
曲わ
の波のよるよるは、げに音近き海
あま
士の
家、里離れなる通ひ路の、月より外は友もなし。
は、
須磨には、いとど心づくしの秋風に、海は少し遠けれど、行平の中納言の、関吹き越ゆると言ひけむ浦波 夜々 げにいと近く聞こえて、 またなくあはれなるものは、 かかる所の秋なりけり（ 『源氏物語』須磨）
にもとづいている。この部分では、須磨における秋の悲哀を描く中に、さき 見た行平の「関吹き越ゆる須磨の浦風」 （ 『続古今集』巻十・
８６８・
羈旅）を引いている。アの部分では、 巻のよく知られた件りを利用しながら、行平をめぐ 物語を作り上げている である。光源氏の眼前にある景色の持つ風情が、 「松風」では行平のそれに置きかわっている。しかもここでの行平は、須磨巻の光源氏と同じく月見をしてい のである。 「松風」には、このような須磨巻や関連する諸巻を引く箇所がかなり多い それを列挙して、 「松 」の 像が、須磨巻の光源氏を利用して生み出されている とを述べたい。まず「松風」を引き その後にもとになった『源氏物語』をあげる。
　イ
 波ここもとやすまの浦、月さへ濡らす袂かな
　＊
 枕をそばだてて四
よ
方も
の嵐を聞きたまふに、波ただここもとに立ちく
る心地して（須磨）
波がすぐ近くまで打ち寄せるとする描写は、須磨巻を踏まえている。また、右の「四方の嵐」は、 「松風」に、 「四方の嵐も音添へて、夜寒に何
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と過ごさん」と見える。
　ウ
 面白や馴れてもすまの夕まぐれ、海士の呼び声幽
かす
かにて、沖に小さ
き漁
いさ
り舟の、影幽かなる月の顔、雁の姿や友千鳥、野分き潮風いづ
れもげに、かかる所の秋なりけり。あら心凄の夜すがらやな。
　＊前栽の花にいろいろ咲き乱れ、おもしろき夕暮に、……
沖より舟ど の唱ひののしり 漕ぎ行くなども聞こゆ。今宵は十五夜なりけりと思しいで 、……月の顔のみまもられたまふ。友千鳥もろ声に鳴く暁はひと 寝覚めの床もたのもしまたなくあはれなるものは、かかる所 秋な けり（須磨）
夕暮れ時の海辺の景色を列挙して、須磨の秋の風情を描き出している。ここで利用するのは須磨巻の語彙や表現である。
　エ
 よしよしかかる海士の家、松の木柱に竹の垣、
　＊
 所のさま絵に描きたらむやうなるに、竹編める しわたして、石階はし
、松の柱
（５）
、おろそかなるものから、めづらかにをかし（須磨）
海士の家を描くに当たっては、光源氏 わび住まいの描写を利用している。
　オ
 その上この須磨の浦に心あらん人は、わざとも侘びてこそ住むべけれ。わくらはに問ふ人あらば須磨の浦に藻塩垂れつつ侘ぶと答へよと、行平も詠じたまひしとなり。
この部分は言うまでもなく、行平が例の古今集歌を詠んだと述べるところであり、 須磨巻にこの和歌を踏まえた箇所のあることはすでに触れた。
　カ
 恥ずかしや。申さんとすればわくらはに言問ふ人もなき跡の、世に塩しお
染じ
みてこりずまの、うらめしかりける心かな。
「わくらはに言問ふ」は行平詠にもとづき、 「塩染み」は、潮水がしみこむ、海辺での暮らしになれるの意である。明石の入道が源氏に詠みかける歌に
　＊
 世をうみにここら潮じむ身となりてなほこの岸をえこそ離れね（明石）
とある。さらに、 「こりずまの、うらめしかりける心かな」は、 「須磨の浦」を掛けており、源氏がひそかに朧月夜 贈った歌、
　＊
 こりずまの浦のみるめのゆかしきを 焼く海士やいかが思はむ（須磨）
を用いている。
　キ
 心狂気になれ衣
ごろも
の、みの日の祓ひや木
ゆふしで
綿四手の、神の助けもなみの
上、あはれ 消えしうき身なり。
「みの日の祓ひ」は、三月の上巳に行う祓えであり、須磨巻に 、
　＊
 弥生の朔日に出で来たる巳の日、 「今日なむ、 かく思すことある人は、禊ぎしたまふべき」と、なまさかし 人 聞こゆれば、海づらもゆかしうて出でたまふ。……この国に通ひける陰陽師召して 祓へせさせたまふ。
とあり、源氏が海辺へ出かけて祓え する場面を踏まえている。この祓えの最中、突然の暴風雨に見舞われる。やがて雷が鳴り響き高 波が打ちつけ、大荒れの天候となった。そし この嵐から逃れようと「神の助
五
須磨の地名と文学
け」を求める。
　＊
 海にます神の助けにかからずは潮のやほあひにさすらへなまし（明石）「……まことの神の助けにもあらむを、背くものならば、またこれよりまさりて、人笑はれなる目をや見む。……」 （同）
は、源氏の和歌と心中。また右に挙げた荒天をもとにしている であろう、 「松風」終末の詞章には、
ク
 松に吹き来る風も狂じて、須磨の高波激しき夜すがら、妄執の夢に見ゆるなり。
とある。 「高波」は、
　＊
 「……高潮といふものになむ、 とりあへず人損なはるるとは聞けど、……」 （須磨）そのまたの日の暁より風いみじう吹き 潮高う満ちて、波の音荒きこと（明石）
と、 「高潮」の形で見える。 「高波」の「激し」さは、 『源氏物語』に、
　＊さばかり激しかりつる波風に、 いつの間にか舟出しつらむと（明石）
と見える。また「夢」は、
　＊
 君もいささか寝入りたまへれば、 そのさまとも見えぬ人来て、 「など、宮より召しあるには参 はぬ」とて（須磨）御夢にも、ただ同じさまなるもの み来つつ、まつはしきこゆと見たまふ（明石）
などが手掛かりとなったか。
　ケ
 うたての人の言ひごとや。あの松こそは行平よ。たとひしば は別るるとも、まつとし聞かばいま帰り来んと、連ねたまひし言の葉はいかに。……待たば来んとの言の葉を、……たち帰り来んおん音ノトズレ
信、……おん歌や、立ち別れいなばの山の峰に生ふるまつとし聞
かばいま帰り来ん
　それは因幡の遠山松、……須磨の浦
うら
曲わ
のまつの
ゆきひら立ち ば、 …
は、詞章中にも引く行平詠（ 『古今集』巻八・
３６５・離別
（６）
）にもとづく。
待っていると聞いたならすぐに帰って来ようという、行平のことばに望みをつなぐ松風の執心を描いている。
　コ我もこかげにいざ立ち寄りて、そなれまつの懐かしや
この「そなれ（磯馴れ） 」は、
あだにうち見る人の、あさはかなる語らひだ 、みなれそな
（７）れて、
別るるほどはただならざめるを（松風）
なれ親しんだ末に別れる悲しみ 並大抵のことではないと描く、明石の入道と妻子との別れの心情 背景に持つ ではあるまいか。
　踏まえたであろう先行する作品を挙げてみた。それはおもに 『古今集』
『源氏物語』である。典拠と思しい和歌や文章を引いてはいるものの、それが直接の出典であったかどうかは明確では い。出典の探求、創作の過程を知ることはむつかしい。この検討はしばらく措くとしても、先行作品として注目しなければならない は、 『源氏物語』であ 。とりわけ須磨・明石の二巻にお る光源氏の退居生活 重要 ある。この二巻の措辞や表現を利用しており、 「松風」 の行平にまつわる詞章の数々は、
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と過ごさん」と見える。
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 面白や馴れてもすまの夕まぐれ、海士の呼び声幽
かす
かにて、沖に小さ
き漁
いさ
り舟の、影幽かなる月の顔、雁の姿や友千鳥、野分き潮風いづ
れもげに、かかる所の秋なりけり。あら心凄の夜すがらやな。
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沖より舟ど の唱ひののしり 漕ぎ行くなども聞こゆ。今宵は十五夜なりけりと思しいで 、……月の顔のみまもられたまふ。友千鳥もろ声に鳴く暁はひと 寝覚めの床もたのもしまたなくあはれなるものは、かかる所 秋な けり（須磨）
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光源氏の退居の日々を、行平のそれに置き換えている。 『古今集』の行平詠利用についても、須磨巻における行平の歌を踏まえた表現を利用していると言うべきである。ただ 『古今集』歌である「たち別れ……」のみは、須磨・明石巻には引かれていない。総じて言えば、謡曲「松風」の行平は、 『源氏物語』須磨巻における光源氏およびその周辺の表現等によっ 成り立っていると見てよい。
　問題としている須磨区の地名「月見山」が生まれるについては、須磨
に籠居したとする、平安時代の在原行平像に とづくとは言え 降って室町時代には、謡曲「松風」には に謫 する行平の月見 一話が描かれ、 ここから展開して地名「月見山」が生まれるに到るのである。謡曲「松風」の逸話は後世に受け継がれ、多くの文学作品を育む源泉となる。その数々の作品が、地名「月見山 誕生 一役買ってい はずである。次にこ 点について触れておきたい。
　　　　
四
　謡曲「松風」以後の、行平の須磨謫居における月見を描く文学作品や
地誌・紀行文等を列挙して、地名「月見山 とどう結びついて行くかを一瞥しておく。
　１
　　　
御伽草子「松風むらさめ」
かくて行平三
み
年とせ
がほど、御つれづれの御舟あそび、月に心は須磨の
浦、夜
よ
潮しほ
を運ぶ海士乙女、をとどい選ばれ参らせつつ、折にふれた
る名なれやとて、松風むらさめと召されし時、
　　　
＊近世前期の成立
　２
　　　
浄瑠璃「松風村雨束
そくたい
帯鑑
かがみ
」
心づくしの秋風に、海は少し遠けれども、関吹き越ゆるとながめたまふ、浦わの波のよるよる 、げに音近き蜑
あま
の家、里離れなる通ひ
路の、月よりほかは友もなく、あらうれしやあれに行平 お立ちあるが、松風と召されさふらふぞやいで参らふ 浅ましや浅 かのその心ゆゑにこそ、あれは磯辺の松にうつりし月影よ、行平は御入り さふら ぬものを うたての人の言ひごとや、あ 月こそは行平よ、たとへしばし別るるとも、待つとし聞かば帰 こんと 連ねたまひし松が枝に うつりし月の桂こそ、浮き名 立ちし恋男よ。
　　　
＊近松門左衛門作。宝永二（一七〇五） 、三年初演
　　
　　
＊あの月こそは行平よ―月を行平に見立てる。
　３
　　　
浄瑠璃「行平磯
そ
馴なれまつ
松」
関吹き越ゆると詠じけん 須磨の浦にぞ着きにける。須磨 明石沖見れば、女
め
浪なみ
男を
浪なみ
が袖打
うちかは
交し、汐諸
もろとも
共に情
なさけ
汲む。恋をも月をも共
に汲む。月を隣りに須磨近き、田
たゐ
井の畑
はた
の太夫とて、汐焼ながらの
つしりと、近年家
いへ
富と
みふき栄え、近郷に名を知られける、殊
こと
に今夜
は廿六夜
や
の月
つきまち
待とて、奥
おくゞち
口賑
にぎ
はう客設け、……けふは行平様のお出
いで
にて、月待の料理拵
こしら
へ、内でぬくくり暖かろ。
　　　
＊文耕堂・竹田正藏・三好松洛合作。元文三（一七三六）年初演。
七
須磨の地名と文学
　４
　　　
読本「松風村雨物語」
行平朝臣は東須磨西須磨の間にて、……名にしおふ名
な
所どころ
の須磨の浦
辺に住むなれば、……行平朝臣もけふは又一方ならぬ月影を愛でたまはんとて端近く、宴をぞまうけさせたまひぬ。実
げ
にや清光を愛す
るは、都も鄙
ひな
も日
やまと
本も西
もろこし
土もおしなべて、見ぬ郷
さと
はなきけふの月、
鯛たい
てふ魚
うを
も桜木の花さへしらぬ島根まで、ひとつに照す孤
こ
月げつりん
輪、何
いづ
れの時をはじめにてさやけき影に照らすらん。何れの人が見はじめてかくまで世に もてはやさん。
　　　
＊文東陳人作。前篇、文化一二（一八一五）年刊、後編文政八（一八二五）年刊。
　　
＊八月十五夜の月を愛でようと宴を催している。
　謡曲「松風」をもとにしたと考えられる御伽草子・浄瑠璃・読本は、
当然のことながらいずれも行平が月を眺めるとある。作品の舞台が須磨であり、 都からこの地へ退去したという枠組みが共通している。 ただ、 『源氏物語』の光源氏が、行平に取って代わることはない。 『源氏物語』は、謡曲「松風」を生み出す上で重要な題材ではあるが、行平が須磨の地で月を眺める の枠組 は揺る なかったの あ 。ただし、これら文学作品には、 「月見山」の名はまだあらわれない。
　俳諧関連で気づいたものをあげておく。　５
　　　
鹿島詣
洛の貞室、須磨の浦の月見に行きて、 「松陰や三五夜中納言」とひけむ、狂夫の昔もなつかしきままに、この秋鹿島の山の月見んと、思ひたつことあり。
　　　
＊
 松尾芭蕉の紀行文。貞享四（一六八七）年八月成立。
　
　　
＊
 「貞室」安原正章の句は、先に引いた白居易の詩句「三五夜中新月色」を用いており、 「三五夜中」に「中納言」の「中」を掛けている
芭蕉の引く貞室の句は次のとおり。
中納言行平の住給ひし所は、福祥寺の山のひんかしにつゝける尾なり。月見の松と名付て今も一村侍り。
　　
松にすむや月も三五夜中納言
　正章（ 『山之井』上巻）
　　
＊
 北村季吟撰。正保五（一六四八）年刊。貞室編 『玉海集』 （巻之三）にも見える。ただし「すむや」を「すめ」に作る。
　　　
＊
 「福祥寺」は須磨寺。その東につづく「尾」は現在の須磨離宮公園あたりか。芭蕉の貞室（正章）の句の引用には誤りがある。
『玉海集』 （明暦二（一六五六）年八月刊）には、
行平のあそんで見るや須磨の月
　味岡久五郎
　正佐（巻之三）
とあり、やはり俳諧においても行平が須磨で月見をしたという逸話は、変わりなく受け継がれている。なお、貞室の句を引いた芭蕉は、元禄元（一六八八）年に須磨へ行っているが、行平の月見については触れず、四月二十五日付の窪田惣七郎（猿雖）宛書簡に「行平の松風・村雨の旧跡」 と書いているだけである。貞室の句や芭蕉の旅からも分かるように、月見の松や行平の松は名所となっており、旅人が立ち寄り、往時 懐かしむよすがとなっていたので る。
　６
　　　
福原鬢鏡
　　 　
月見松
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　謡曲「松風」以後の、行平の須磨謫居における月見を描く文学作品や
地誌・紀行文等を列挙して、地名「月見山 とどう結びついて行くかを一瞥しておく。
　１
　　　
御伽草子「松風むらさめ」
かくて行平三
み
年とせ
がほど、御つれづれの御舟あそび、月に心は須磨の
浦、夜
よ
潮しほ
を運ぶ海士乙女、をとどい選ばれ参らせつつ、折にふれた
る名なれやとて、松風むらさめと召されし時、
　　　
＊近世前期の成立
　２
　　　
浄瑠璃「松風村雨束
そくたい
帯鑑
かがみ
」
心づくしの秋風に、海は少し遠けれども、関吹き越ゆるとながめたまふ、浦わの波のよるよる 、げに音近き蜑
あま
の家、里離れなる通ひ
路の、月よりほかは友もなく、あらうれしやあれに行平 お立ちあるが、松風と召されさふらふぞやいで参らふ 浅ましや浅 かのその心ゆゑにこそ、あれは磯辺の松にうつりし月影よ、行平は御入り さふら ぬものを うたての人の言ひごとや、あ 月こそは行平よ、たとへしばし別るるとも、待つとし聞かば帰 こんと 連ねたまひし松が枝に うつりし月の桂こそ、浮き名 立ちし恋男よ。
　　　
＊近松門左衛門作。宝永二（一七〇五） 、三年初演
　　
　　
＊あの月こそは行平よ―月を行平に見立てる。
　３
　　　
浄瑠璃「行平磯
そ
馴なれまつ
松」
関吹き越ゆると詠じけん 須磨の浦にぞ着きにける。須磨 明石沖見れば、女
め
浪なみ
男を
浪なみ
が袖打
うちかは
交し、汐諸
もろとも
共に情
なさけ
汲む。恋をも月をも共
に汲む。月を隣りに須磨近き、田
たゐ
井の畑
はた
の太夫とて、汐焼ながらの
つしりと、近年家
いへ
富と
みふき栄え、近郷に名を知られける、殊
こと
に今夜
は廿六夜
や
の月
つきまち
待とて、奥
おくゞち
口賑
にぎ
はう客設け、……けふは行平様のお出
いで
にて、月待の料理拵
こしら
へ、内でぬくくり暖かろ。
　　　
＊文耕堂・竹田正藏・三好松洛合作。元文三（一七三六）年初演。
七
須磨の地名と文学
　４
　　　
読本「松風村雨物語」
行平朝臣は東須磨西須磨の間にて、……名にしおふ名
な
所どころ
の須磨の浦
辺に住むなれば、……行平朝臣もけふは又一方ならぬ月影を愛でたまはんとて端近く、宴をぞまうけさせたまひぬ。実
げ
にや清光を愛す
るは、都も鄙
ひな
も日
やまと
本も西
もろこし
土もおしなべて、見ぬ郷
さと
はなきけふの月、
鯛たい
てふ魚
うを
も桜木の花さへしらぬ島根まで、ひとつに照す孤
こ
月げつりん
輪、何
いづ
れの時をはじめにてさやけき影に照らすらん。何れの人が見はじめてかくまで世に もてはやさん。
　　　
＊文東陳人作。前篇、文化一二（一八一五）年刊、後編文政八（一八二五）年刊。
　　
＊八月十五夜の月を愛でようと宴を催している。
　謡曲「松風」をもとにしたと考えられる御伽草子・浄瑠璃・読本は、
当然のことながらいずれも行平が月を眺めるとある。作品の舞台が須磨であり、 都からこの地へ退去したという枠組みが共通している。 ただ、 『源氏物語』の光源氏が、行平に取って代わることはない。 『源氏物語』は、謡曲「松風」を生み出す上で重要な題材ではあるが、行平が須磨の地で月を眺める の枠組 は揺る なかったの あ 。ただし、これら文学作品には、 「月見山」の名はまだあらわれない。
　俳諧関連で気づいたものをあげておく。　５
　　　
鹿島詣
洛の貞室、須磨の浦の月見に行きて、 「松陰や三五夜中納言」とひけむ、狂夫の昔もなつかしきままに、この秋鹿島の山の月見んと、思ひたつことあり。
　　　
＊
 松尾芭蕉の紀行文。貞享四（一六八七）年八月成立。
　
　　
＊
 「貞室」安原正章の句は、先に引いた白居易の詩句「三五夜中新月色」を用いており、 「三五夜中」に「中納言」の「中」を掛けている
芭蕉の引く貞室の句は次のとおり。
中納言行平の住給ひし所は、福祥寺の山のひんかしにつゝける尾なり。月見の松と名付て今も一村侍り。
　　
松にすむや月も三五夜中納言
　正章（ 『山之井』上巻）
　　
＊
 北村季吟撰。正保五（一六四八）年刊。貞室編 『玉海集』 （巻之三）にも見える。ただし「すむや」を「すめ」に作る。
　　　
＊
 「福祥寺」は須磨寺。その東につづく「尾」は現在の須磨離宮公園あたりか。芭蕉の貞室（正章）の句の引用には誤りがある。
『玉海集』 （明暦二（一六五六）年八月刊）には、
行平のあそんで見るや須磨の月
　味岡久五郎
　正佐（巻之三）
とあり、やはり俳諧においても行平が須磨で月見をしたという逸話は、変わりなく受け継がれている。なお、貞室の句を引いた芭蕉は、元禄元（一六八八）年に須磨へ行っているが、行平の月見については触れず、四月二十五日付の窪田惣七郎（猿雖）宛書簡に「行平の松風・村雨の旧跡」 と書いているだけである。貞室の句や芭蕉の旅からも分かるように、月見の松や行平の松は名所となっており、旅人が立ち寄り、往時 懐かしむよすがとなっていたので る。
　６
　　　
福原鬢鏡
　　 　
月見松
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夏の月見松もむかしのとぎならし
　西岡氏俊明妻
誰が目にもつくは月見の松毛哉
　博宥
　　　
＊村尾一風・山田博宥撰。延宝八（一六八〇）年二月刊。
「月見松」以外にも「稲葉山」 「月見御所」 「村雨堂」 「行平松」などの名所を挙げ、その後に句を載せている。挿絵にも同じ名が見える。
　次は、名所図会などの地誌類。　７
　　　
兵庫名所記（巻之下）
月見の松
　 兵庫より一里半東須磨村ノ上山の中段に松十本余あり。行平中納言月見の旧跡也。
　　　
＊植田下省子編。宝永七（一七一〇）年八月刊。
　８
　　　
摂津名所図会
行平月見松
　 東須磨の北の尾
お
崎さき
にあり。古松の大樹七本ならびて、
此所より須磨の浦一
ひと
目め
に見ゆる風景いちじるし。行
ゆきひら
平
卿きよう
賞つきみ
月亭
てい
の旧跡也といふ。
　　　
＊秋里籬島著。寛政十（一七九八）年刊。
　９
　　　
播磨名所巡覧図会（巻之二）
行平月見松
　 東須磨の北の尾崎に古松の大樹七株あり。須磨の浦の一望の風景此
こゝ
にあり。
　　　
＊秦石田編。文化元（一八〇四）年四月刊。
　
１０
　　　
摂津志
得つきみ
月亭
　　
在
二東須磨村
一。
　　　
＊関祖衡編。享和二〇（一八二〇） ・二一年刊。
「月見松」は、 「東須磨村ノ上山の中段」 「東須磨の北の尾
お
崎さき
」にあった
ことになる。これは、さきに引いた『山之井』が「中納言行平」が住んでいた いう、 「福祥寺の山のひんかしにつゝける尾」と一致する。 「月見の松」の存在も記している。十七世紀中頃には、 「東須磨の北の尾
お
崎さき
」
にあった行平月見の松は名所となっており、次第 知られていったのである。
　二〇一六年の二月六日から三月二十一日まで、神戸市立博物館におい
て、 「須磨の歴史と文化展――受け継がれる記憶――」が開催された。その展示に、須磨浦を俯瞰した一枚物の図会が数点あり、その に次の名前があった。展観の折には分かりにくかった、細字で書き込んで る地名・名勝を、博物館編 図録で確認し 。
　
１１行平月見松（摂州須磨浦真景細見）
　
１２月見の松（摂州須磨浦細見図）
　
１３月見の松（摂州須磨浦一ノ谷真景細見）
　
１４行平 山（摂州須磨浦十景幷古歌秀句）
１４は須磨寺の東にある山の呼称である。 現在の須磨離宮公園に位置する。
「行平」を冠するが、まさしく「月見山」である。図録の解説には、 「江戸時代後期、
１９世紀
　木版墨刷……」とある。当時そう呼ばれていたの
であろう。近世も終わりに近づいて、定着したということであろうか。ただ、他の図会もほぼ同時期のものだが 同様の地名はない。まだ安定した呼称 はなかったのかも知れない。
　次に紀行文を見ておく。
九
須磨の地名と文学
　
１５
　　　
 千種日記（巻第六・ 「従
二播州明石
一、到
二摂州大坂
一記」の「明
石を出て兵庫に至る事」 ）
福祥寺を出て東の丘に、松の多くたてるを稲葉山といふ。昔、中納言行平の住み給ひし古
ふる
跡也。今も此松を、行平の月見の松といふ。
……なを東へ行て須磨の里に入ぬ。……里より南の磯へ四、 五町行て、行平松とて老木有。松風・村雨 行平になれ 、程なく失せ給ひしに ふたりの女、 づから此松を植へてなき御跡をとふ所となり。
　　　
＊作者不詳。天和三（一六八三）年五月十一日の記事。
福祥寺の東の丘に行平の住んでいた跡があり、そこに「行平月見の松」があるとするのは、 これまでに引 諸書に同じであるが、 その地を「稲葉山といふ」とある。この松に対して、松風・村雨が植えたという松を「行平松」と称しており、明らかな区別がある。
　
１６
　　　
革令紀行
須磨寺みんとて案内のものを先だてゝゆけば、ゑもしれぬ事いつゞくるもおかし。中にもおかしきは行平月見の 、 同きぬかけ松、源氏のやしき跡などいふも、夢中の夢うらなひなるべし。
　　　
＊大田南畝の作。文化元（一八〇四）年八月十九日の記事。
南畝は、衣掛松や光源氏の邸跡とともに、 「行平月見の松」をまともには受け入れない。謡曲「松風」に端を発する名所をおもしろがっている。後に こういう人もあらわれるのである。ただし少数派であり 多くの人々は、作られたと分かっている名所を、名所 して受け入れているである。
　
１７
　　　
遊ゆうのう
囊賸
しよう
記き
（摂津至
二播磨備前
一・須磨浦）
須磨ハ東西中ノ三村アリ。稲葉山一名月見山トイフ。月見ノ松トテ此山ニアリ。
　　　
＊大郷良則の作。享和元（一八〇一）年成立。
「稲葉山」を「月見山」とも言うとある。 「稲葉山」がどこに位置するかを示していないが、
１４の「摂州須磨浦十景幷古歌秀句」からすると、須
磨寺の東側にある山と見るべきである。 「月見ノ松トテ此山ニアリ」とあるので、 地誌類の記す、 月見の松があるとする「東須磨村ノ上山」 （ 『兵庫名所記』 ） ・ 「東須磨の北の尾崎」 （ 『摂津名所図会』 ）に位置することになる。右の
１５『千種日記』の記事からも納得ができよう。 「稲葉山」は、
行平の歌「たち別れいなばの山の峰に生ふ まつとし聞かばまた帰り来む」 （ 『古今集』巻八・
３６５・離別歌）にもとづく地名である。ただし行平
は因幡国の国守であったので、 『古今集』においては、因幡国の山 解さねばならない。ところがこ 歌を謡曲「松風」 引いたことから、この山の名が須磨に生まれたので 。
　この紀行文からも「月見山」の名前を見出した。それではこの呼称は
いつ頃からあるのだろうか。も より確かな時期 特定することは困難ではあるもの 、ある絵図に記されていることが分かった。それは、さきの「須磨の歴史と文化」に展示していた、 「大手村東須磨村相論絵図」である。須磨寺 東にある山 南端の突き出 ところに「月見山」と記している。位置 右 稲葉山つまり現在 須磨離宮公園と重 る。この絵図は、図録の解説によれば、貞享二（一六八五）年五月に、大手村と
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＊村尾一風・山田博宥撰。延宝八（一六八〇）年二月刊。
「月見松」以外にも「稲葉山」 「月見御所」 「村雨堂」 「行平松」などの名所を挙げ、その後に句を載せている。挿絵にも同じ名が見える。
　次は、名所図会などの地誌類。　７
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　 兵庫より一里半東須磨村ノ上山の中段に松十本余あり。行平中納言月見の旧跡也。
　　　
＊植田下省子編。宝永七（一七一〇）年八月刊。
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摂津名所図会
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行平月見松
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１７
　　　
遊ゆうのう
囊賸
しよう
記き
（摂津至
二播磨備前
一・須磨浦）
須磨ハ東西中ノ三村アリ。稲葉山一名月見山トイフ。月見ノ松トテ此山ニアリ。
　　　
＊大郷良則の作。享和元（一八〇一）年成立。
「稲葉山」を「月見山」とも言うとある。 「稲葉山」がどこに位置するかを示していないが、
１４の「摂州須磨浦十景幷古歌秀句」からすると、須
磨寺の東側にある山と見るべきである。 「月見ノ松トテ此山ニアリ」とあるので、 地誌類の記す、 月見の松があるとする「東須磨村ノ上山」 （ 『兵庫名所記』 ） ・ 「東須磨の北の尾崎」 （ 『摂津名所図会』 ）に位置することになる。右の
１５『千種日記』の記事からも納得ができよう。 「稲葉山」は、
行平の歌「たち別れいなばの山の峰に生ふ まつとし聞かばまた帰り来む」 （ 『古今集』巻八・
３６５・離別歌）にもとづく地名である。ただし行平
は因幡国の国守であったので、 『古今集』においては、因幡国の山 解さねばならない。ところがこ 歌を謡曲「松風」 引いたことから、この山の名が須磨に生まれたので 。
　この紀行文からも「月見山」の名前を見出した。それではこの呼称は
いつ頃からあるのだろうか。も より確かな時期 特定することは困難ではあるもの 、ある絵図に記されていることが分かった。それは、さきの「須磨の歴史と文化」に展示していた、 「大手村東須磨村相論絵図」である。須磨寺 東にある山 南端の突き出 ところに「月見山」と記している。位置 右 稲葉山つまり現在 須磨離宮公園と重 る。この絵図は、図録の解説によれば、貞享二（一六八五）年五月に、大手村と
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東須磨村との間の新道をめぐる争論があり
（８）
、尼崎藩の奉行の裁可が下っ
て作成したものだと言う。貞享二年は、行平の月見や月見の松を詠じた句を載せる、 『山の井』 『玉海集』などの俳諧集が刊行されて三十年経っており、 『福原鬢鏡』 刊行から八年後である。この頃には地名としての「月見山」が生まれていた である 土地問題を じる上で地名を明確にするのは当然であ 。 すでに地名として認知されていたのであろう。近世の初期には、須磨 、行平の月見や謡曲「松風」によって地域 内外に知られて名所とな 地名を生み出す基礎ができあがり、お ずと「月見山」の名が誕生したという過程が考えられる。ただこの地名はあまり現れない。名所図会や紀行文によく記 る は、 「月見の松」 「行平月見の松」である。近世初期 絵図 は見出せるとは言え 地名「月見山」は影が薄い。後発の地名だったからであろうか、先にあった名所の呼称が定着していたところへ割り込むのは難しかったの も知れない。 「大手村東須磨村相論絵図」 ような、土地の問題や政治に絡む公式の文書類には出てくる であろうか 今後そ 方面の記録を調べれば、「月見山」のあらわれる可能性はあろう。
　　　　
五
　次に近代以降の「月見山」について述べておこう。ここでもすでに引
いた神戸市立博物館編の図録を恩用させていただく。まず「摂津国八
やた
部べ
郡全図」 （明治十八年）には、 「月見松」の名があり、 図の右下にある「八
部郡境域」の「名所」の一つとして、 「月見松」を挙げている。この地図では、近世の名所図会や紀行文の大半と同様、山名の「月見山」を記していない。もっともこの地図は、 「板宿村」 東須磨村」 「多井畑村」といった村名、 「須磨寺」 「長田神社」などの寺社名、山川の名前、 「松風村雨堂」ほかの名所を示す程度で、詳細な地名を書き込んでいないので、 「月見山」が山名としてどれほど通用していたのかは分からない。
　次に、　　
大日本帝国陸地測量部測図の二万分一地形図（明治四十三年頃）
　　 　　
〃
　　　　　　　
二万五千分一地形図（大正十二年頃）
には、 武庫離宮の南側に「月見山」とある。これは町名ではないらしい。この二つの地図は、東須磨・西須磨・仲須磨のように地域 を記すほか、須磨寺・綱敷天神などの寺社名、 ・須磨関趾・敦盛塔などの名所史跡の名前を書き込んでいるの は町 ではなく名勝のとして記しているようである。また武庫離宮のある山は「高雄山」 記されており、やはり「月見山」は山名ではなく名勝と の呼称と言えよう。あるいは その一画を占める「行平月見の松」 小高い一帯を、 「月見山」 と名付けたとも考えられようか。同じく一万分一地形図 （昭和七年頃）には町名を記してお 、 「月見山町」 「月見山本町」が見える。この町名が現在 引き継がれているのは言 までもない。ここには名勝として 「月見山」の名はな 。昭和二十年発行 「最近神戸市実測地図」には、 「月見山町」 「月見山本町」 ほか、 「月見山」もある。 「武庫離宮」であった地の南端に記しており、名所として 呼称 こ
一一
須磨の地名と文学
時点でも名勝として位置づけられていたようである。
　神戸市立博物館編の図録に掲載している、明治・大正期の写真・絵葉
書における「月見山」を取り上げておきたい。 「明治時代」と解説する小高い山を映した写真には、山上に松林があり、 「中納言行平月見山」と印刷している。明治三十六年頃から、浄土真宗本願寺派法主大谷光瑞は、月見山に別邸 造成する。四十年に宮内省が買い上げるまで本願寺の須磨別邸がこの地 あった
（９）
。図録はその頃の絵葉書を七葉掲載してい
る
）１０
（
。洋館などの邸宅・庭園や山腹からの眺めを写しており、 写真には「本
願寺須磨月見山 庭園之全景」 と 本願寺須磨月見山別邸桃林之景」 「願寺須磨月見山別邸和田岬眺望」などと書いている。 「最新写真高級版
   
須磨名勝」 （解説には、 「大正末期～昭和初期」とある）として挙げてる二葉には、 「風光明媚
　須磨月見山」につづけて、 「武庫離宮」 「松風
村雨堂」とそれぞれ赤字で印刷している。離宮の正門と松風村雨堂の全景である。
　大正三年に武庫離宮が完成する その後昭和二十年の空襲で焼亡する
まで離宮がこの地にあった。 「月見山」 本願寺の法主が居を構え、ついで皇室の別邸が建てられたことから、人々はこの地に注目 関心 持ったであろう。当時在原行平が月見をした地であるという伝えが、ど程度知られていたかは分からないが、 「月見山」の名 、特 な邸宅・庭園の存在とともに、人々の脳裏に刻み込ま たこと ろう。
　　　　
六
　須磨区の町名「月見山」の誕生は、まず平安時代の官人かつ歌人在原
行平と、須磨を舞台の一つとした『源氏物語』に端を発する。やがて謡曲「松風」において、須磨で月を眺めた光源氏の物語を、行平の ととして描く。そして、さまざまな文学作品が「松風」 月見の一話を受容し、行平の須磨での月見は広く知られるようになる。これとは反対に、光源氏の八月十五夜の月を眺めながら都を恋しく想う一話は、 「月見山」と関わりを持たない。それほど「松風」およびその影響下にある数多の文学作品が、人々に受け入れられたと うことでもある。 「松風」受容の積み重ねがあった上で、行平が月見 したという地や 見の松が、須磨の名所となる。そしてその地が、近世初期あ りに「月見山」と称せられるようになる。この呼称は、ほとんど 場合地名 りは名勝の名のようであり、この呼ばれ方 明治・大正あたりまでつづく。したがって「月見山」は、公式 名称というより、一般に親し れた通称というべきであろうか。明治・大正・昭和へとつづ た、本願寺別邸 武庫離宮が月見山とともに形作る呼称は、い そ 注目を集める ともに広く知られる契機となったことだろう。このこ が現在の町名に繫がる一助となったのであろう。 「月見山」は現在町 や駅名にそ 名を留めている。今行平が月見をした謡曲「松風 の逸話を話題に 月見所や月見の松を語ることはないようであ が、地名誕生への過程には、文学と深く結びついた歴史 横たわるこ を知っておきたいと思う。
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東須磨村との間の新道をめぐる争論があり
（８）
、尼崎藩の奉行の裁可が下っ
て作成したものだと言う。貞享二年は、行平の月見や月見の松を詠じた句を載せる、 『山の井』 『玉海集』などの俳諧集が刊行されて三十年経っており、 『福原鬢鏡』 刊行から八年後である。この頃には地名としての「月見山」が生まれていた である 土地問題を じる上で地名を明確にするのは当然であ 。 すでに地名として認知されていたのであろう。近世の初期には、須磨 、行平の月見や謡曲「松風」によって地域 内外に知られて名所とな 地名を生み出す基礎ができあがり、お ずと「月見山」の名が誕生したという過程が考えられる。ただこの地名はあまり現れない。名所図会や紀行文によく記 る は、 「月見の松」 「行平月見の松」である。近世初期 絵図 は見出せるとは言え 地名「月見山」は影が薄い。後発の地名だったからであろうか、先にあった名所の呼称が定着していたところへ割り込むのは難しかったの も知れない。 「大手村東須磨村相論絵図」 ような、土地の問題や政治に絡む公式の文書類には出てくる であろうか 今後そ 方面の記録を調べれば、「月見山」のあらわれる可能性はあろう。
　　　　
五
　次に近代以降の「月見山」について述べておこう。ここでもすでに引
いた神戸市立博物館編の図録を恩用させていただく。まず「摂津国八
やた
部べ
郡全図」 （明治十八年）には、 「月見松」の名があり、 図の右下にある「八
部郡境域」の「名所」の一つとして、 「月見松」を挙げている。この地図では、近世の名所図会や紀行文の大半と同様、山名の「月見山」を記していない。もっともこの地図は、 「板宿村」 東須磨村」 「多井畑村」といった村名、 「須磨寺」 「長田神社」などの寺社名、山川の名前、 「松風村雨堂」ほかの名所を示す程度で、詳細な地名を書き込んでいないので、 「月見山」が山名としてどれほど通用していたのかは分からない。
　次に、　　
大日本帝国陸地測量部測図の二万分一地形図（明治四十三年頃）
　　 　　
〃
　　　　　　　
二万五千分一地形図（大正十二年頃）
には、 武庫離宮の南側に「月見山」とある。これは町名ではないらしい。この二つの地図は、東須磨・西須磨・仲須磨のように地域 を記すほか、須磨寺・綱敷天神などの寺社名、 ・須磨関趾・敦盛塔などの名所史跡の名前を書き込んでいるの は町 ではなく名勝のとして記しているようである。また武庫離宮のある山は「高雄山」 記されており、やはり「月見山」は山名ではなく名勝と の呼称と言えよう。あるいは その一画を占める「行平月見の松」 小高い一帯を、 「月見山」 と名付けたとも考えられようか。同じく一万分一地形図 （昭和七年頃）には町名を記してお 、 「月見山町」 「月見山本町」が見える。この町名が現在 引き継がれているのは言 までもない。ここには名勝として 「月見山」の名はな 。昭和二十年発行 「最近神戸市実測地図」には、 「月見山町」 「月見山本町」 ほか、 「月見山」もある。 「武庫離宮」であった地の南端に記しており、名所として 呼称 こ
一一
須磨の地名と文学
時点でも名勝として位置づけられていたようである。
　神戸市立博物館編の図録に掲載している、明治・大正期の写真・絵葉
書における「月見山」を取り上げておきたい。 「明治時代」と解説する小高い山を映した写真には、山上に松林があり、 「中納言行平月見山」と印刷している。明治三十六年頃から、浄土真宗本願寺派法主大谷光瑞は、月見山に別邸 造成する。四十年に宮内省が買い上げるまで本願寺の須磨別邸がこの地 あった
（９）
。図録はその頃の絵葉書を七葉掲載してい
る
）１０
（
。洋館などの邸宅・庭園や山腹からの眺めを写しており、 写真には「本
願寺須磨月見山 庭園之全景」 と 本願寺須磨月見山別邸桃林之景」 「願寺須磨月見山別邸和田岬眺望」などと書いている。 「最新写真高級版
   
須磨名勝」 （解説には、 「大正末期～昭和初期」とある）として挙げてる二葉には、 「風光明媚
　須磨月見山」につづけて、 「武庫離宮」 「松風
村雨堂」とそれぞれ赤字で印刷している。離宮の正門と松風村雨堂の全景である。
　大正三年に武庫離宮が完成する その後昭和二十年の空襲で焼亡する
まで離宮がこの地にあった。 「月見山」 本願寺の法主が居を構え、ついで皇室の別邸が建てられたことから、人々はこの地に注目 関心 持ったであろう。当時在原行平が月見をした地であるという伝えが、ど程度知られていたかは分からないが、 「月見山」の名 、特 な邸宅・庭園の存在とともに、人々の脳裏に刻み込ま たこと ろう。
　　　　
六
　須磨区の町名「月見山」の誕生は、まず平安時代の官人かつ歌人在原
行平と、須磨を舞台の一つとした『源氏物語』に端を発する。やがて謡曲「松風」において、須磨で月を眺めた光源氏の物語を、行平の ととして描く。そして、さまざまな文学作品が「松風」 月見の一話を受容し、行平の須磨での月見は広く知られるようになる。これとは反対に、光源氏の八月十五夜の月を眺めながら都を恋しく想う一話は、 「月見山」と関わりを持たない。それほど「松風」およびその影響下にある数多の文学作品が、人々に受け入れられたと うことでもある。 「松風」受容の積み重ねがあった上で、行平が月見 したという地や 見の松が、須磨の名所となる。そしてその地が、近世初期あ りに「月見山」と称せられるようになる。この呼称は、ほとんど 場合地名 りは名勝の名のようであり、この呼ばれ方 明治・大正あたりまでつづく。したがって「月見山」は、公式 名称というより、一般に親し れた通称というべきであろうか。明治・大正・昭和へとつづ た、本願寺別邸 武庫離宮が月見山とともに形作る呼称は、い そ 注目を集める ともに広く知られる契機となったことだろう。このこ が現在の町名に繫がる一助となったのであろう。 「月見山」は現在町 や駅名にそ 名を留めている。今行平が月見をした謡曲「松風 の逸話を話題に 月見所や月見の松を語ることはないようであ が、地名誕生への過程には、文学と深く結びついた歴史 横たわるこ を知っておきたいと思う。
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　本稿は多岐にわたる文学作品や史料をもとにしてなったものである
が、重要な資料を見落としている可能性がある。また、検討の行き届かぬ点も多々あろう。江湖の諸賢からのご教示を得たい。
　　注
（１） 「青葉」は青葉の笛。物語では「小枝」とある。 「青葉」と呼ば
れるようになるの
は後世のことである。
（２） 「心づくしの秋風」は、 「木の間よりもりくる月のかげ見れば心
づくしの秋は来にけり」 （ 『古今集』巻四・
１８４・秋上・題知らず・
よみ人しらず）に る。
（３）この詩は次のとおり。
銀台金闕夕沈沈
　　
銀台
 金闕
 夕べに沈沈たり、
独宿相思在翰林
　　
独宿して相思ひ
 翰林に在り。
三五夜中新月色
　　
三五夜中
 新月の色、
二千里外故人心
　　
二千里外
 故人の心。
渚宮東面煙波冷
　　
渚宮の東面
 煙波冷かにして、
浴殿西頭鐘漏深
　　
浴殿の西頭
 鐘漏深し。
猶恐清光不同見
　　
猶ほ恐る
 清光同じくは見ざることを
江陵卑湿足秋陰
　　
江陵卑湿にして
 秋陰足
おほ
からむ。
　すでに引いた第三・四句は、 『千載佳句』上・
２５１・八月十五夜と『和
　 漢朗詠集』巻上・
２４２・十五夜に収載しており、誰もが知る詩句で
あった。
（４）伊藤正義校注『謡曲集
 下』 （新潮日本古典集成）の注釈は精緻
を極めており、本稿をなすに当たって参看した。
（５）この部分は、白居易の江州左遷時代の草堂を詠じた詩、 「五架三
間新草堂、石階桂柱竹編墻」 （ 『白氏文集』巻十六・
0975 、 「香爐
峯下、 卜
二山居
一、草堂初成、偶題
二東壁
一」 ）にもとづく。本文
は流布本である那波本よるが、後句の「桂柱」は、酒井宇吉氏蔵本などの旧鈔本や、藤原定家『奥入』や『河海抄』などの『源氏物語』古注釈に引く詩の本文には、 「松
。
柱」とある。平安時代に
はこの本文が流布しており 『源氏物語』 はこれを用いたのである。それを謡曲「松風」が引き継いだのであった。
（６）行平の「たち別れ」詠の「いなば」に「去
い
なば」と「因幡」を、 「ま
つ」に「松」と「待つ」を掛けている。謡曲「松風」は この歌を引いて都へ帰った行平の訪れを待つ姉妹を描いている。なお須磨区には、この いなば」にもとづく町名「稲葉町」が
（７） 『源氏釈』はこの語について、 「みなれ木のみ れそなれて離れ
なば恋しからじや恋しからむや」という、出典未詳の和歌を引いている。
（８）この土地問題については、永野温子「摂津国八部郡大手村東須
磨村山論」 （ 「歴史と神戸」第三〇〇号）参照。
（９）本願寺の月見山別邸については、二〇〇三年九月六日から十一
月二十四日まで、芦屋市立美術館で開催し いた「モダニズム再考
　二楽荘と大谷探検隊Ⅱ」展の図録（同美術館編）の、 「須磨
一三
須磨の地名と文学 月見山別邸の建築と武庫離宮」 「大谷探検隊と月見山別邸」 「須磨月見山別邸から二楽荘へ」が詳細に述べている。
（
１０）この写真は、 注 （９） の 「モダニズム再考
　二楽荘と大谷探検隊Ⅱ」
展の図録にも載せている。
　　付記
　引用した近世の資料については、井上勝志氏よりご教示を得た。学恩
に感謝申し上げる。キーワード：須磨、地名、文学、月見山
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